
 

令和３年度 第１回佐賀県交通渋滞対策協議会  

議事概要 

 

１．日時 令和３年８月４日（水） １３：３０～１５：００ 

 

２．場所 佐賀国道事務所４F会議室＋WEB 

 

３．議事 

（１）主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定 

（２）交通需要マネジメント（TDM施策）の実施内容 

（３）官民連携による渋滞対策 

 

４．議事要旨 

●西九州
にしきゅうしゅう

自動車道の供用後の渋滞状況を確認したところ、平行する国道２０２号

において主要渋滞箇所が２箇所解除されたが、大土井
お お ど い

交差点では依然として最

大約１ｋｍの渋滞が発生していることを確認した。 

●主要渋滞箇所１４３箇所の内、「国道３４号 三養基
み や き

高校前交差点」及び「国道２

０７号（仮）深浦
ふかうら

交差点」の２箇所について、主要渋滞箇所解除の了承を得た。 

●通勤手段を自家用車から自転車等へ転換を促し、渋滞緩和を目指す社会実験を 

１０月８日～３１日に実施することを決定した。 

●今後も継続的に渋滞状況をモニタリングし、対策を立案・実施することを確認し

た。 

 

以上 
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０．本日の報告事項・議事内容

1

本日の議事内容のポイント
１．これまでの経緯と渋滞対策の基本方針

ポイント１

今後のピンポイント対策候補箇所の紹介

ポイント３

最新のデータによるモニタリング結果確認
解除候補箇所の審議

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定

５．まとめ

４．官民連携による渋滞対策

• 国道34号 鳥栖市村田町交差点
• 国道34号 鳥栖市一本松交差点

（１） 佐賀県における対策方針（過年度検討内容）

（２） ワーキング部会による検討の報告

（３） 今後の予定

３．TDM施策の実施内容 ポイント２

佐賀市街地部におけるＴＤＭ施策実施に
向けた検討・準備状況(ワーキング部会)の
報告

（１） 対策実施状況

（２） 対策箇所の現状把握

（３） 解除フローに基づく解除候補箇所の確認

（４） 対策済み箇所の確認

（５） 対策実施中・対策検討中箇所の選定基準非該当箇所の
確認

• 国道34号 三養基高校入口交差点
• 国道207号仮)深浦交差点



１．これまでの経緯と渋滞対策の基本方針
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（２）佐賀県内の主要渋滞箇所の状況

１．これまでの経緯と渋滞対策の基本方針

3

○佐賀県内の主要渋滞箇所は、平成25年1月に162箇所を選定・公表し、バ

イパス整備及び交差点改良等の対策やモニタリングを実施してきた結果、
これまでに19箇所を解除

○佐賀市街地・鳥栖市を中心に143箇所の主要渋滞箇所が残存

時期
主要渋滞
箇所

内訳

集約区間数 箇所数

選定時
(H25.1)

162箇所
35区間

(77箇所)
85箇所

H29年渋滞協後
(H29.8)

155箇所
35区間

(77箇所)
78箇所

H30年渋滞協後
(H30.8)

146箇所
34区間

(75箇所)
71箇所

R1年渋滞協後
(R1.8)

145箇所
34区間

(74箇所)
71箇所

Ｒ2年渋滞協後
（Ｒ2.8）

143箇所
34区間

(74箇所)
69箇所

現在の佐賀県内主要渋滞箇所

箇所：単独で主要渋滞箇所を形成

区間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続しており、
複数の主要渋滞箇所を含む区間

主要渋滞箇所(143箇所)の市町別内訳

佐賀市
57箇所
(40%)

鳥栖市
28箇所
(20%)

小城市
10箇所

(7%)

神埼市
7箇所(5%)

武雄市
7箇所(5%)

その他
27箇所(19%) 

34

264

208

263

3

N

川原橋

唐津市千々賀

佐賀市周辺

唐津市周辺

203

34

207

204

34

202

県央エリア

・・・対策中・対策（案）有り
・・・今後対策を検討
・・・経過観察
・・・解除済み

県内主要渋滞箇所の対策状況

県東エリア

県北エリア

県南エリア

伊万里市周辺

202497

県北エリア

県西エリア

鳥栖市

佐賀市

唐津市
7箇所(5%)



（３）佐賀県における渋滞対策の基本方針

１．これまでの経緯と渋滞対策の基本方針

4
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一般国道３号

一般国道３４号

一般国道２６４号

一般国道２０７号

一般国道２０３号

(主)久留米基山筑紫野線

一般国道２０８号

一般国道２０２号

(主)佐賀川久保鳥栖線

一般国道２０４号

九州佐賀
国際空港

唐津市

伊万里市

武雄市

佐賀市

至：福岡県

県都である佐賀市に
各方面からの交通が集中

至：長崎県

至：福岡県

：広域流動

：県内流動

：主要渋滞箇所

県を越える広域の
交通流動が多い

佐賀県全体の交通流動路線別の交通量と混雑度

課題 佐賀市街地を中心に、物流・交通拠点が集積する鳥栖市、伊万里市、唐津市や福岡都市圏との都市間交通が多い
これらを結ぶ主要幹線道路では、交通容量不足が生じており、佐賀市には県内主要渋滞箇所の約４割が集中している

基本方針 地域高規格道路整備や現道拡幅による交通容量の拡大を図るとともに、交差点改良など局所的な対策やソフト施策によ
る渋滞軽減への取組みを検証していく

（主）久留米基山筑紫野線

（主）佐賀川久保鳥栖線 34

264

208

203
263

34

207

202

204

3

207

497

497

202

35

資料：H22道路交通センサス

※高速道路、地域高規格道路を除く

県平均75百台/日（0.77）

百台/日

（1.09）

（1.33）

（1.04）

（1.38）

（1.51）

（1.48）

（0.91）

（1.29）

（0.69）

（ ）内は混雑度

（1.14）

鳥栖市

N

平成27年度佐賀県交通渋滞対策協議会で決定



○前回評価時(R2.8月)以降に、「国道34号三養基高校入口交差点改良」及び「国道34号佐大医学部入口交差点改良」
が完了した。

（１）対策実施状況

34

208

203

263

34

202

3

207

35

497

唐津伊万里道路
（唐津千々賀山田IC～北波多IC）

(平成25年3月開通)

唐津伊万里道路
（北波多IC～南波多

谷口IC）
(平成27年2月開通)

唐津千々賀山田IC

北波多IC

南波多谷口IC

佐賀福富道路
(久保田IC～芦刈ＩＣ)
（平成25年3月開通）

（県）佐賀環状東線
（牛島工区）

（平成28年2月開通）

（市）大財藤木線・
（市）大財木原線

（平成30年12月開通）

※渡河部～枝吉東交差点は未整備

497

（県）西与賀佐賀線
（平成28年3月開通）

264

N

唐津伊万里道路
（南波多谷口IC～伊万

里東府招IC）
(平成30年3月開通)

武雄バイパス
(平成30年2月開通)

202

207

鳥栖市村田町
交差点

伊万里東府招IC

佐賀福富道路
（芦刈ＩＣ～芦刈南ＩＣ）
(平成28年3月開通)

（県）江北芦刈線
（平成25年3月開通）

嘉瀬南IC芦刈ＩＣ

芦刈南ＩＣ

久保田ＩＣ

国道34号三養基高校入口
交差点改良

(令和2年3月)

国道3号永吉
交差点改良

(改良中(R2暫定供用))

国道34号佐大医学部
入口交差点

(官民連携による渋滞対策)
(R2.5月完了)

平成25年1月以降に
整備が完了した

主な事業

【凡例】

道路事業 交差点改良

今回対策後の
フォローアップを

行う事業

ピンポイント対策

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定

国道3号曽根崎交差点
(改良中(R2暫定供用))

佐賀県内の主要渋滞箇所とH25.1以降に整備が完了した主な道路事業

主要渋滞
箇所数

143箇所

集約区間数 箇所数

34区間
69箇所

（74箇所）

佐賀県内の主要渋滞箇所

箇所：単独で主要渋滞箇所を形成

区間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続しており、
複数の主要渋滞箇所を含む区間

▼主要渋滞箇所の選定基準

曜日・時間帯 選定基準

平日 朝 （7時～9時）
平均速度20km/h未満
※いずれか一方向でも
該当する箇所

平日 夕 （17時～19時）

休日 昼 （7時～19時）

国道34号東分交差点
(官民連携による渋滞対策)
(平成30年.12月完了)

5



（２）対策箇所の現状把握

6

○ 平成25年1月以降に佐賀県内で供用された高規格道路（西九州道）周辺における主要幹線道路の渋滞状況
を確認したところ、並行する国道202号において、主要渋滞箇所が2箇所解除され、西九州道の整備効果を確
認できた。

○ 一方で、大土井交差点においては、依然として主要渋滞箇所が残存している状況である。

202

202

：西九州自動車道
：国道202号

N

唐津千々賀山田IC

北波多IC

南波多谷口IC

伊万里東府招IC

唐津千々賀山田IC～北波多IC
(平成25年3月開通)

北波多IC～南波多谷口IC
(平成27年2月開通)

至有田町

至
佐
賀
市

至糸島市

至
松
浦
市

：主要渋滞箇所
：主要渋滞箇所(解除済)

南波多谷口IC～伊万里東府招IC
(平成30年3月開通)

唐津IC

浜玉IC

（ｃ）NTTインフラネット

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定



7

○ 大土井交差点において、渋滞長調査を実施したところ、最大で約1kmの渋滞を確認した為、短期対策として
右折レーンの延伸を実施する。

○ なお、当該区間は前後が４車線に挟まれた２車線区間であることから、今後、交通状況を確認しながら対策効
果の検証を行う。

150m (18：20)

80m
(17：10)70m

(17：40)

110m (18：20)

1,140m (8：00)

大土井交差点

N

至
伊
万
里
市

至
福
岡
県

至 唐津市街地部
2車線区間 202

202

【 凡 例 】

最大渋滞長 (最大渋滞長観測時間)

渋滞長調査
調査日 ：令和2年10月6日(水)
調査時間：7～10時、16時～19時

写真① 写真②

至 福岡県 至 福岡県

至 伊万里市 至 伊万里市

写真②
写真①

松浦川

国道２０２号大土井交差点

写真③

写真③

至 福岡県

至 伊万里市

（２）対策箇所の現状把握

R2.10.6（火） R2.10.6（火）

R2.10.6（火）

（ｃ）NTTインフラネット

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定
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（３）解除フローに基づく解除候補箇所の確認

渋滞対策
協議会

ＮＯＹＥＳ

渋滞有り

渋滞有り

渋滞無し

ＮＯ
ＹＥＳ

要因有り

要因不明

ＹＥＳ

ＮＯ

渋滞無し

渋滞無し
渋滞有り

主要渋滞箇所の解除 主要渋滞箇所の経過観察
※定期的にモニタリングを実施

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所の選定基準をクリア

現地調査
※渋滞長等を計測

通過時間の検証
※信号待ち２回以上の

台数シェアをデータにより検証

対策済箇所 未対策箇所

主要渋滞箇所の選定基準をクリア

速度向上要因検証
※交通状況や沿道状況等

の変化を確認

数年間モニタリング
※概ね２年間のモニタリングで

特定要件をクリア

現地確認
※渋滞の有無を確認

143箇所

5箇所

3箇所 140箇所

135箇所

0箇所 3箇所

0箇所 5箇所

4箇所

1箇所

141箇所２箇所

2箇所

0箇所

2箇所

2箇所
0箇所

•国道34号三養基高入口
•国道34号佐大医学部入口
•国道34号東分

•国道207号深浦

•国道34号上犬童
•国道207号深浦
•国道26号3高木瀬公民館前

•県道17号仮)弥生が丘
•県道48号山王西

•国道34号上犬童
•国道26号3高木瀬公民館前
•県道17号仮)弥生が丘
•県道48号山王西

•国道34号三養基高入口
•国道207号深浦

•国道34号佐大医学部入口
•国道34号東分

平成30年度（第２回協議会）策定

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定
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92.4%
94.3%

106.4%

110.4%

103.4%

108.6%

99.2%
101.1%

100.1%

97.9%
99.1%

90.0% 89.5%

98.7%

106.2%

93.7%
97.4%

97.8%
97.6%

98.4%
97.5%

97.9%

80%

90%

100%

110%

120%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月

Ｒ34上:吉田 Ｒ34下:坊所
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①三養基高校入口交差点（みやき町） （1/2）
み や き こ う こ う い り ぐ ち

【対策内容】

整備前

整備後

カラー舗装
バスベイ設置右折レーン設置

至鳥栖市

至佐賀市

至鳥栖市

至佐賀市

34

34

3434

N

（４）対策済み箇所の確認

○ 令和2年3月に交差点改良事業（右折レーン設置/カラー舗装等）が完了

カラー舗装右折レーン設置

下り

上り

下り

上り

：直進・左折車両
：右折車両

◆右折車両による直左車両
の進行を阻害が発生

：直進・左折車両
：右折車両

N

【位置図】

概ね平常時と同水準

N

34

208

203
263

34

207

202

3

207

35

497

497

34

264

202

国道34号
三養基高入口交差点

トラカン設置箇所：
吉田(上)、坊所(下)

【当該交差点周辺の交通状況】

平日 休日

対
H

31
年
度
同
月
比

対
H

31
年
度
同
月
比

概ね平常時と同水準

▲R2年度とH31年度の月別交通量の変化
出典：県警トラカン(平日平均)JARTIC公表値

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定



主道路 従道路

方向① 方向② 方向③ 方向④

国道34号 国道34号 県道136号 県道280号

交差点改良（R2.3） 対策無

旅
行
速
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現
地
調
査

通
過
時
間
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※旅行速度：選定時（H24.4-H24.8）、最新（R2.10～R2.12）
※現地調査： R3.7.14(水)【フォローアップ結果詳細】

三養基高入口交差点

方向①
方向②

方向④

方向③
至

鳥
栖
市

34

136

最大滞留長：30m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：200m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：150m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：30m
最大渋滞長：0m

渋滞無し渋滞無し 渋滞無し 渋滞無し

※通過時間における渋滞発生の有無：５%未満の場合渋滞無しと定義

34至

佐
賀
市 280

13.9 14.9
18.120.8 21.1 23.1

0

10

20

30

40

50

60

平日朝 平日夕 休日昼

選定時 最新

km/h

20

26.7
23.0

29.827.6 24.6
29.5

0

10

20

30

40

50

60

平日朝 平日夕 休日昼

選定時 最新

km/h

20 13.6 14.8
17.3

10.1 11.8 11.5

0

10

20

30

40

50

60

平日朝 平日夕 休日昼

選定時 最新

km/h

20
19.7

14.8
21.2

13.6 13.2 15.8

0

10

20

30

40

50

60

平日朝 平日夕 休日昼

選定時 最新

km/h

20

20km/h以上 20km/h未満20km/h以上 20km/h未満

サイクル長
150秒

信号待ち
1回以下

信号待ち
2回以上

0.1％

サンプル数：72,426台
集計区間長：200m

至 久留米至 中原駅至 佐賀市

①三養基高校入口交差点（みやき町） （2/2）
み や き こ う こ う い り ぐ ち

（４）対策済み箇所の確認

至 鳥栖市

サイクル長
150秒

信号待ち
1回以下

信号待ち
2回以上

0.2％

サンプル数：78,741台
集計区間長：150m

サイクル長
150秒

信号待ち
1回以下

信号待ち
2回以上

3.6％

サンプル数：391台
集計区間長：30m

サイクル長
150秒

信号待ち
1回以下

信号待ち
2回以上

0.6％

サンプル数：1,438台
集計区間長：30m

県道136号及び県道280号にて、
20km/hを下回る結果となってい

るが、現地調査にて渋滞が発生
していないことを確認できた。

⇒「解除」の基準を満足

（ｃ）NTTインフラネット

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定
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11

②佐大医学部入口交差点（佐賀市）
モニタリング結果

さ だ い い が く ぶ い り ぐ ち

：直進・左折車両
：右折車両

◆右折の渋滞が直進・左折車の進行を阻害
◆右折交通と、直進・左折交通が錯綜

34

至
佐
賀
市
街
地至

小
城
市

佐
大
医
学
部
入
口

交
差
点

◆カラー舗装による右折・左折交通の走行レーンを明示

至
佐
賀
市
街
地至

小
城
市

◆右折レーンを付加車線に

下り

上り

下り

上り

整備前

整備後(R2.5月)

（４）対策済み箇所の確認

対策内容

現地調査にて、国道208号側等にて渋滞発生を確認。

⇒「解除」の基準を満足しない

方向④

方向①

方向②

方向③

※選定時：プローブデータ 整備直前・直後・最新：ＥＴＣ2.0プローブ情報

方
向
①(

国
道
34
号)

方
向
②(

国
道
34
号)

方
向
③(

国
道

号)

208

方

向

④

(

市

道

)

対

策

有

り

対

策

無

し

対

策

無

し

効

果

限

定

的

対策前後で速度は横ばい

－

－

【 凡 例 】
：選定時(R24.4～R24.8) 
；H31年度(H31.4～R2.2)
：R2年度(R2.10～R2.12)

対策 対策 対策

渋滞発生

渋滞発生

渋滞発生

渋滞なし

至 小城市

至 佐大医学部

至 佐賀
市街地部

至 佐賀空港

対

策

無

し

－

対策 対策 対策

対策 対策 対策

対策 対策 対策
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２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定
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③東分交差点（江北町）
モニタリング結果

※選定時：プローブデータ 整備直前・直後・最新：ＥＴＣ2.0プローブ情報

ひがしぶん

流出部の車線数と合わせて
直進車線を増設

：直進・左折車両
：右折車両

：直進・左折車両
：右折車両

◆右折車両の捌け残りが発生
◆捌け残った右折車両が直左車線まで滞留
◆直左車両の進行を阻害が発生

34

34

207

207

34

34

◆右折レーンの増設(1車線⇒2車線)
◆右折レーンの延伸(20ｍ⇒50m)

東分交差点

国道207号からの流入部に合わせて車線数を増設
下流側交差点の信号現示との連動性を調整

至

武
雄
市

至

武
雄
市

至

佐
賀
市

至

佐
賀
市

至 多久市

至 多久市

至 鹿島市

至 鹿島市整備前

整備後
(H30.12月)

（４）対策済み箇所の確認

渋滞発生

渋滞無し

渋滞無し

至 佐賀市

至 鹿島市

至 鹿島市

渋滞無し

至 武雄市

一定の効果を確認できたものの現地調査にて、国道207号側にて渋滞発生を確認。

⇒「解除」の基準を満足しない

対策内容

方
向
①(

国
道
34
号)

方
向
②(

国
道
34
号)

方
向
③(

国
道

号)

207

方

向

④

(

市

道

)

方向④

方向①

方向②

方向③

対

策

有

り

対

策

有

り

対

策

無

し

対

策

無

し

効

果

有

り

効

果

限

定

的

対策前後で速度が向上

対策前後で速度は横ばい

－

－

【 凡 例 】
：選定時(R24.4～R24.8)
：H30年度(H30.4～H31.3)
；H31年度(H31.4～R2.2)
：R2年度(R2.10～R2.12)

対策 対策 対策

対策 対策 対策

対策 対策 対策

対策 対策 対策

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定
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（５）対策実施中・対策検討中箇所の選定基準非該当箇所の確認

①上犬童交差点（神埼市）

モニタリング結果

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

基準
選定時 前回 最新

平日朝 24.8 25.9 25.3
満足
しない

平日夕 18.9 25.5 29.7

休日昼 19.6 28.4 32.7

34

至 神埼市内

至 佐賀県庁

至

佐
賀
市

51

上犬童
交差点

方向1

方向2

N

凡例

前 回（ H31.3～R2.2 ）

最 新（R2.10～R2.12）

選定時（H24.4～H24.8）

34

※最低方向の平均速度を記載

※現地確認日：R3.7.13

※選定時：プローブデータ
前回/最新：ＥＴＣ2.0プローブ情報

か み い ん ど う

方向2

方向1

②仮）深浦交差点（白石町）（1/2）

モニタリング結果

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

基準
選定時 前回 最新

平日朝 37.1 39.2 42.9

満足平日夕 6.7 30.1 44.5

休日昼 49.5 21.0 29.3

※最低方向の平均速度を記載

207

仮）深浦
交差点

方向2
207

至 鹿島市

至

佐
賀
市

方向3

N

データ無し

※現地確認日：R3.7.14

※選定時：プローブデータ
前回/最新：ＥＴＣ2.0プローブ情報

ふ か う ら

方向1

方向3 方向1

方向2

凡例

前 回（ H31.3～R2.2 ）

最 新（R2.10～R2.12）

選定時（H24.4～H24.8）

データ無し

データ無し

データ無し

データ無し

※現地写真は次頁参照

渋滞発生

至 佐賀市

渋滞発生

至 佐賀市

主要渋滞箇所の選定基準を2ヵ年クリア
現地調査にて渋滞の発生を確認

主要渋滞箇所の選定基準を2ヵ年クリア
現地調査にて渋滞発生は確認されなかった

（ｃ）NTTインフラネット（ｃ）NTTインフラネット

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定



主道路 従道路

方向① 方向② 方向③ 方向④

国道207号 国道207号 市道等 市道等

対策無 対策無

旅
行
速
度

現
地
調
査

通
過
時
間

14

N

34

208

203
263

34

207

202

3

207

35

497

497

34

264

202

※旅行速度：選定時（H24.4-H24.8）、H30年度(H30.4～H31.3)
H31年度(H31.4～R2.2) 、最新（R2.10～R2.12）

※現地調査： R3.7.14(水)
【フォローアップ結果】

【位置図】

国道207号
深浦交差点

最大滞留長：10m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：60m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：140m
最大渋滞長：0m

渋滞無し渋滞無し 渋滞無し

※通過時間における渋滞発生の有無：５%未満の場合渋滞無しと定義

20km/h以上 20km/h未満20km/h以上 データ無し

※従方向側に信号無し（主方向側の信号は歩行者用の押しボタン式）

最大滞留長：10m
最大渋滞長：0m

渋滞無し

トラカン設置箇所：
百貫橋北

至 佐賀市

至
塩
田
川至 鹿島市

至
佐
賀
市

②仮）深浦交差点（白石町）（1/2）
ふ か う ら

（５）対策実施中・対策検討中箇所の選定基準非該当箇所の確認

i h ( ) 空間情報 ll i h  d

深浦交差点

方向①
方向②

方向④

方向③
至

佐
賀
市

207

207

至

鹿
島
市

塩田川

【当該交差点周辺の交通状況】

平
日

休
日

▲R2年度とH31年度の月別交通量の変化
出典：県警トラカン(平日平均)JARTIC公表値(2月分欠損)
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78.8%
75.0%

91.1% 93.3%
87.0%

93.0%
98.2%

95.5%
97.2%

79.9%
75.8%73.7%
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84.0%
92.1%

97.1%
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サンプル数：48,909台
集計区間長：60m

サンプル数：54,618台
集計区間長：140m

サンプル数：37台
集計区間長：10m

※信号制御ではない ※信号制御ではない

（ｃ）NTTインフラネット

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定
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（５）対策実施中・対策検討中箇所の選定基準非該当箇所の確認

③高木瀬公民館前交差点（佐賀市）

モニタリング結果

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

基準
選定時 前回 最新

平日朝 19.3 16.1 20.4
満足
しない

平日夕 25.3 21.9 23.4

休日昼 26.8 25.6 25.0

※最低方向の平均速度を記載

207

※選定時：プローブデータ
前回/最新：ＥＴＣ2.0プローブ情報

方向2

た か ぎ せ こ う み ん か ん ま え

④仮）弥生が丘交差点（鳥栖市）

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

基準
選定時 前回 最新

平日朝 26.1 26.8 29.1
満足
しない

平日夕 24.1 23.7 26.1

休日昼 18.7 16.1 20.8

※選定時：プローブデータ
前回/最新：ＥＴＣ2.0プローブ情報

や よ い が お か

凡例

前 回（ H31.3～R2.2 ）

最 新（R2.10～R2.12）

選定時（H24.4～H24.8）

凡例

前 回（ H31.3～R2.2 ）

最 新（R2.10～R2.12）

選定時（H24.4～H24.8）

19.3

25.3

28.5

16.1

21.9

28.4

20.4

23.4

31.6

0 10 20 30 40 50 60

平日

朝

平日

夕

休日

昼

26.7

28.5

26.8

25.2

23.8

25.6

25.2

23.5

25.0

0 10 20 30 40 50 60

平日

朝

平日

夕

休日

昼

26.1

24.1

18.7

29.3

29.1

16.1

35.9

33.7

23.9

0 10 20 30 40 50 60

平日

朝

平日

夕

休日

昼

48.8

34.6

27.6

29.8

28.3

18.8

38.3

33.5

20.8

0 10 20 30 40 50 60

平日

朝

平日

夕

休日

昼

33.2

29.4

27.4

26.8

23.7

22.9

29.1

26.1

22.5

0 10 20 30 40 50 60

平日

朝

平日

夕

休日

昼

31.5

29.0

24.2

28.9

25.2

24.5

33.6

32.3

26.0

0 10 20 30 40 50 60

平日

朝

平日

夕

休日

昼

方向1

方向2
高木瀬公民館前
交差点

方向1

方向2

方向1

方向3方向2

方向4

仮）弥生が丘
交差点

方向1

方向3

方向2

方向4

至 鳥栖市街地

至 福岡県

N

至 佐賀市街地

至 佐賀大和IC

263
17

263

329
329

主要渋滞箇所の選定基準を1ヵ年クリア 主要渋滞箇所の選定基準を1ヵ年クリア

モニタリング結果 ※最低方向の平均速度を記載

（ｃ）NTTインフラネット（ｃ）NTTインフラネット

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定
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（５）対策実施中・対策検討中箇所の選定基準非該当箇所の確認

⑤山王西交差点（佐賀市）

モニタリング結果

時間帯

平均速度※
（km/h） 解除

基準
選定時 前回 最新

平日朝 15.6 18.0 24.0
満足
しない

平日夕 13.1 24.0 24.0

休日昼 15.4 25.7 23.1

※最低方向の平均速度を記載

N

※選定時：プローブデータ
前回/最新：ＥＴＣ2.0プローブ情報

さ ん の う に し

凡例

前 回（ H31.3～R2.2 ）

最 新（R2.10～R2.12）

選定時（H24.4～H24.8）

18.5

19.8

15.4

26.8

25.2

26.0

27.5

24.0

27.3

0 10 20 30 40 50 60

平日

朝

平日

夕

休日

昼

15.6

13.1

17.9

18.0

24.0

25.7

24.0

25.5

23.1

0 10 20 30 40 50 60

平日

朝

平日

夕

休日

昼

方向1

山王西
交差点

方向1

方向2

方向2

至

小
城
市

至

神
埼
市

48

48

主要渋滞箇所の選定基準を1ヵ年クリア

（ｃ）NTTインフラネット

２．主要渋滞箇所のモニタリング結果及び解除判定
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○ 緊急事態宣言下(R2.4月~5月)には、県央(佐賀市街地部)・県東(鳥栖市街地部)において、速度が向上して
おり、特に県央エリアにて大きな速度向上を確認。

【 平 常 時 】 【 緊 急事態 宣言中 】

中心部 中心部

◆佐賀市 ◆鳥栖市

【 平 常 時 】 【 緊 急事態 宣言中 】

20㎞/h未満

30㎞/h未満

40㎞/h未満

50㎞/h未満

50㎞/h以上

主要渋滞箇所

N N

市内の20km/h未満の
道路延長が約2割減少

中心部

20㎞/h未満

30㎞/h未満

40㎞/h未満

50㎞/h未満

50㎞/h以上

主要渋滞箇所

N N

中心部

市内の20km/h未満の
道路延長が約3割減少

佐賀駅 佐賀駅

鳥栖駅 鳥栖駅

※ETC2.0プローブ情報（7～9時平均）
平常時：H31.4.19-R1.5.16
緊急事態宣言中： R2.4.17～R2.5.14

（１）佐賀県における対策方針（過年度検討内容）

TDM施策により、より効果が見込まれるのは佐賀市街エリア。当該エリアに有効な具体手法
(経路転換・手段転換等)を検討する。【令和2年8月渋滞対策協議会】

①緊急事態宣言下の交通状況

３．TDM施策の実施内容



【 平 常 時 】

中心部
中心部

20㎞/h未満

30㎞/h未満

40㎞/h未満

50㎞/h未満

50㎞/h以上

主要渋滞箇所

20㎞/h未満

30㎞/h未満

40㎞/h未満

50㎞/h未満

50㎞/h以上

主要渋滞箇所

森田 森田

国道34号(西)/国道263号(北)では
渋滞が緩和

断面①

断面②

流入速度の比較

7.0km/h向上

(㎞/h)

(+48％)

3.1㎞/h向上

(㎞/h)

(+27％)
北

方

面

(

断
面
②)

西

方

面

(

断
面
①)

断面①

断面②

N N

緊急事態
宣言中

○ 佐賀市街エリアへの流入交通の中でも、特に西側からの流入交通の宣言下における速度向上が大きい
○ 西側から市街エリアへの流入においては、混雑する時間帯が朝ピーク(7～9時)のみと限定的であり、その目

的の多くが通勤

※国道34号森田交差点西方向からの流入 ※国道263号国立病院前交差点北方向からの流入

※ETC2.0プローブ情報（7～9時平均）平常時：H31.4.19-R1.5.16、緊急事態宣言中： R2.4.17～R2.5.14

18

TDMの効果が見込める西側からの流入を主要ターゲットにTDM施策を図ることとし、
経路上にある「森田交差点」をモニタリング代表地に設定。

【令和3年3月渋滞対策協議会】

0%

3%

6%

9%

12%

15%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

通勤(通学) 生活 観光・レジャー 業務 帰宅

時間帯(時台)

全
体
の
需
要
に
対
す
る
比
率

(%
)

14.4 14.1

22.9

31.0
32.6 33.3

30.7
33.6 32.5 33.5

28.4 29.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

7時台 8時台 9時台 10時台11時台12時台13時台14時台15時台16時台17時台18時台

旅
行
速
度

(k
m

/h
)

混雑ピーク時の
約6割が通勤(通学)

関連の交通

混雑のピークは平日朝
（限定的）

出典：国道34号上り(森田交差点)の時間帯別速度
ETC2.0プローブ情報(平常時：H31.4.19-R1.5.16)

出典： H27道路街路交通情勢調査

◆交通の内訳 市街地部に流入する時間帯別・目的別交通需要

◆旅行速度状況 西方面→佐賀市街中心部

②佐賀市街エリアの交通特性

３．TDM施策の実施内容

（１）佐賀県における対策方針（過年度検討内容）
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○ 国道34号を経由して西方面から市街地部に流入する交通の転換候補として、国道208号等が挙げられるが、
どの経路においても主要渋滞箇所が存在し、旅行速度20km/hを下回る区間が存在

○ 朝ピーク（7～9時）の西側流入交通の出発地は、自転車利用が所要時間が優位とされる中心部(佐賀駅)か
ら半径5km以内の近い範囲や、鉄道が優位とされる7km以遠の遠方の鉄道駅周辺に分布。

小城方面

※各方向の流入交通量で補正
流入交通量計：13,653台

佐賀県庁

佐賀市役所

263

34

20

30

260

207

34

佐賀市

小城市

佐賀駅

久保田駅

鍋島駅

牛津駅

伊賀屋駅

小城駅

肥前山口駅

佐賀駅500m圏

▲国道34号経由で西方面から流入する
交通の出発地

※目的地は、15分以上滞在した箇所を設定

出典：ETC2.0プローブ情報（H31年度平日7-9時）

小城駅

牛津駅

肥前山口駅

佐賀駅N

森田交差点

経路転換は困難であるため、公共交通(鉄道等)や自転車転換施策の検討を進める
【令和3年3月渋滞対策協議会】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0 5 10 15
移動距離(km)

徒歩 バス 自転車

自動車

鉄道

所
要

時
間

(分
)

▲移動手段別移動距離と
所要時間の関係

出典：国土交通省HP

目的地から7ｋｍ以遠：
鉄道が一番はやい

目的地から5ｋｍ以内：
自転車が一番はやい

③西側からの流入交通特性

３．TDM施策の実施内容

中心部

森田

転換候補経路においても
混雑がみられる

：国道34号経由の西側流入交通

：上記交通の転換候補経路

：主要渋滞箇所

：環状道路

※ETC2.0プローブ情報（7～9時平均）
平常時：H31.4.19-R1.5.16

【凡例(速度)】
：20km/h未満
：30km/h未満
：40km/h未満
：50km/h未満
：50km/h以上

＜出発地分布＞
5台未満
5-10台

10-30台
30-50台
50-100台
100台以上

中心部ｴﾘｱ
流入方向

※流入交通量で補正

：鉄道駅

：分析断面

（１）佐賀県における対策方針（過年度検討内容）
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○ 今年度は、広報活動により、自家用車通勤から自転車等通勤へ転換を図る社会実験を実施するものとし、得
られた課題等から次年度以降の施策の効果向上等を図る。

①今年度の実施方針

３．TDM施策の実施内容

• 佐賀市街地部へ流入する朝の通勤交通を対象とした自転車等転換施策【コロナ感染
リスク 低 】の推進を目的とした社会実験を実施。

• ホームページやポスターによる「広報」活動を行うことで転換を促す。

広報対象 広報手法・媒体（案）

①通勤者

• ポスター掲示

• HP(行政)への記事掲載

• SNS発信(県・市Facebook等)

• 市報・県民だよりへの記事掲載

• 道路情報版(右写真参照)

• ラジオやテレビ放送

②事業者
• 商工会や安全運転管理協議会等の組織

を通した配布

▼広報計画(詳細は調整中) NHL型

HLM型

出典：佐賀国道事務所HP

（２）ワーキング部会による検討の報告



21

○ 従業員及び事業者を対象とした事前調査※により、効果的な広報内容を把握しポスター案を作成。

②広報ポスター(案)の作成

３．TDM施策の実施内容

▲従業員(通勤者)向け ▲事業所(雇用者)向け

※次頁参照

（２）ワーキング部会による検討の報告
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○ 広報方針を検討するにあたり、効果的な掲載事項等を把握することを目的として、佐賀市街地部に立地する
事業所及び、従業員へのアンケート調査を、令和2年7月5日(月)～13日(金)に実施。

◆調査対象と調査内容

③事前調査

(i)従業員アンケート

(ii)事業者アンケート

対象 • 佐賀市街地部に立地する事業所等※

※R2年度調査にご協力頂いた事業者(約300社)

回収票数 • 163票(Web：39 紙：124)

調査目的
• 雇用者から従業員へ取り組み参加を打診・アプローチして頂くため、従業員の通勤手段につ

いて考えてもらうきっかけになり得る、雇用者の意識醸成に効果的な情報(従業員の通勤手段
ルール等を決める際の重要事項)の把握

対象 • 佐賀市街地部に立地する事業所等に通勤する職員・従業員※

※(ii)の事業所の従業員の方々、国・県・佐賀市の従業員の方々

回収票数 • 1,847票

調査目的
• コロナ禍における通勤手段等の変化と、コロナ収束後の手段等の回帰の見込み
• 広報により、通勤手段の転換を図るため、手段を考えてもらうきっかけになり得る、意識醸成

に効果的な情報(通勤者にとって通勤手段に求める条件)の把握

３．TDM施策の実施内容

（２）ワーキング部会による検討の報告



元に戻る

86.0%

元に戻らない

14.0%

n=1847
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(i)従業員アンケート

３．TDM施策の実施内容

○ コロナ禍における感染対策として通勤手段を変えたのは約1%とわずかであり、約9割の方がコロナ禍におけ
る通勤実態の変化は、コロナ収束後に元に戻ると回答している

○ 通勤手段選定時に重視されるのは所要時間の短さ次いで時間の読みやすさ、経済性が挙げられた

長期的にはコロナ禍以前の通勤交通状況に戻ることが想定されるため、
「所要時間」や「経済性」等のキーワードを主とした広報による手段転換を図る

③事前調査

77.6%

37.1%

30.5%

19.7%

14.9%

18.4%

7.8%

38.9%

13.5%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所要時間の短さ

所要時間の読みやすさ

経済性（運賃が安い）

プライベート空間の確保

健康増進、運動不足解消

交通事故のリスク

通勤時間の有効活用

天候の影響の有無

3密回避

会社・組織方針 n=1847

1.3% 1.4% 3.2%

94.0%

通勤の時間帯を変えた 通勤手段を変えた
通勤日数が減った･なくなった 特に変化はない

n=1847

▲コロナ禍による通勤実態の変化

▲通勤手段を考える際に重要視する事項

通勤手段を考える際
の重要事項

※複数回答のため合計は100%を超える

▲コロナ禍が収束した場合に
通勤実態は元に戻る/戻らないと思う人の割合

多くの方はコロナ収束後
は元の通勤実態に戻ると

考えている

通勤手段に与えた影響は
限定的

（２）ワーキング部会による検討の報告
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(ii)事業者アンケート

３．TDM施策の実施内容

57.7%

50.3%

42.9%

36.8%

31.3%

28.2%

10.4%

8.6%

1.2%

11.0%

0% 20% 40% 60% 80%

所要時間の短さ
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4.1%

5.5%
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○ 各手段に対し「推奨」という扱いにしている事業所は少なく、従業員の自由としている傾向が強い
○ 従業員の通勤手段の方針等を決める際に重要視するのは所要時間、経済性、事故リスクが挙げられた

▲通勤手段別 事業所の方針 ▲通勤手段の方針等を決める際に重要視する事項
※複数回答のため合計は100%を超える※無回答を除いて集計

各通勤手段を“推奨”している事業所は少ない
→従業員に選択の自由

特定の通勤手段を「推奨」している事業者は少なく、「所要時間」や「事故リスク」等のキーワードを
主とした広報により従業員へのアプローチの誘発を図ることで、交通手段の転換を図る

時短効果や信頼性、事故リス
クに関する事項を踏まえた

広報内容が効果的

③事前調査（２）ワーキング部会による検討の報告



25

P

D

C

A

• 佐賀市街エリアに着目した即効性の高いTDM施策の推進
• 混雑が顕著な朝の時間帯の主目的である通勤交通をターゲット
• 通勤交通の距離帯に応じた適切な交通手段への転換を図る

• 広報活動による自転車への転換推進
今年度はコロナウイルス感染リスクの少ない自転車に絞る

• 期間を設定した社会実験の実施

① トラカン・ETC2.0データによる混雑緩和効果の把握
② 事後アンケート調査による施策の課題把握

○ データ分析、アンケート調査を通した社会実験の評価結果を踏まえ、次年度以降のTDM施策の改善策及び
ソフト・ハード面からの補助施策等を検討

1)社会実験の評価
広報による意識醸成
の効果

混雑状況への影響の
程度 等

2)手段転換施策の更なる改善策の検討

事前調査による
効果的な広報の検討

【ソフト面の改善策】
• 広報内容やアプローチ方法の改善

• 恒常的な啓発パンフレット配布や、サイ
クルイベント等による機会創出

• 修理対応施設等の情報提供 等

【ハード面の改善策】
自転車環境の整備促進(自転車通行帯、

交差点部等の段差解消、公共駐輪場の
拡充、バス停・駅との連絡強化 等)

（３）今後の予定 ①社会実験後の展開方針(PDCAサイクル)

３．TDM施策の実施内容
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○ 10月に社会実験の実施を目標とし、9月頃より広報を開始する
○ 引き続き詳細な広報内容及び、広報開始に関する諸手続き等について、各関係者間にて協議を進める

（３）今後の予定 ②実施スケジュール

R3年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R3第1回渋滞協
（本日）

WG部会
（実施結果の報告）

関係機関等協議・調整

準備期間
(広報手段・効果検証の検討等)

施策実施・効果検証

対策実施
(10/8～10/31の

3週間を想定) 効果検証

広報開始
事前調査

改善策の検討
事後調査

３．TDM施策の実施内容
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４．官民連携による渋滞対策

○人・物の輸送の効率化を図るため、渋滞対策協議会とトラックやバス等の利用者団体との連携を強化し、利用
者目線で対策箇所を特定したうえで、即効性のある渋滞対策を実施

利用者団体と連携

（トラックやバスタクシー・ハイヤー等）

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
証

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現

地域の主要渋滞箇所の特定・見直し

・最新交通データによる渋滞状況検証
・交通状況に対する専門的見地からの検証

渋滞対策協議会における議論

・地域の課題を共有することで道路管理者と
道路利用者間での議論を促進

＜トラックが渋滞に巻き込まれている状況＞

＜バスが渋滞に巻き込まれている状況＞

引き続き、トラック・バス等事業者から見た渋滞箇所の対策を実施予定



都道府県名
国道3号　永吉交差点付近 国道204号　黒塩交差点
県道31号　乗目交差点 国道207号　片田江～扇町
国道3号　曽根崎交差点 県道17号　柚比IC～アウトレット鳥栖付近
国道34号　佐賀北警察署前　 県道31号　東脊振IC付近
国道34号　村田交差点(鳥栖市) 県道48号　千布北交差点付近
国道3号　姫方町交差点 県道224号　扇町
国道34号　鳥栖市役所付近 国道34号・県道248号　森田
国道34号　一本松交差点(鳥栖市) 県道31号　上峰～鳥栖
国道34号　田手交差点（吉野ヶ里町） 【県外の道路】国道2号　岡山バイパス
国道34号　二本黒木交差点付近 【県外の道路】国道2号　廿日市～岩国線
国道34号　神埼警察署前 【県外の道路】国道3号　北九州八幡～黒崎線
国道34号　協和町交差点 【県外の道路】国道3号　大野城～太宰府
国道34号　佐大医学部入口　 【県外の道路】国道500号　大刀洗町十文字交差点付近
国道203号　畑田交差点付近 【県外の道路】国道500号　西鉄小郡踏切付近
国道263号　尼寺南小路交差点 【県外の道路】県道35号　粕屋～筑紫野
国道3号　弥生が丘入り口交差点 【県外の道路】国道3号　苅原交差点

渋滞箇所

佐賀県

都道府県名
国道264号・県道30号　片田江交差点付近 国道34号　田手交差点付近
国道207号　八戸交差点付近 国道3号　永吉交差点付近
国道34号　北方工業団地入口交差点付近 国道207号　与賀町交差点付近
国道202号　川東江湖辻󠄀󠄀交差点　 国道207号　扇町交差点付近
国道202号・国道204号　二里大橋交差点 国道34号・国道208号　佐大医学部入口交差点付近
国道204号　名村造船出勤時渋滞 国道263号・県道48号　尼寺南小路交差点　
国道202号　大土井交差点付近 国道264号・県道267号　神野１丁目交差点　　　
唐津東中・高～東唐津交差点　唐津ロイヤルホテル川側の道 唐津市東唐津交差点と唐津市東町交差点（松浦橋北側・南側）
県道347号　東町交差点付近 【県外の道路】県道602号　天神交差点付近

渋滞箇所

佐賀県

都道府県名
道34号　鳥栖市役所交差点(鳥栖市) 国道203号　畑田交差点(小城市)
国道34号　田手交差点(吉野ヶ里町) 国道207号　八戸交差点(佐賀市)
国道34号　佐大医学部入口交差点(佐賀市) 国道208号　新栄小学校交差点(佐賀市)　
佐賀市道　医大東通り、佐大病院正門から国道34号高架下付近(佐賀市) 県道347号　東唐津交差点(唐津市)
国道34号　白岩公園入口交差点(武雄市 県道44号　中町交差点　
国道202号　二里大橋交差点(伊万里市)

渋滞箇所

佐賀県
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（１）要望個所一覧
【トラック協会からの対策要望箇所(令和２年10月)】

【バス協会からの対策要望箇所(令和２年10月)】

【タクシー・ハイヤー協会からの対策要望箇所(令和２年10月)】

４．官民連携による渋滞対策

【 凡 例 】
：対策済
：対策中
：検討中
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（２）検討状況 ①国道３４号鳥栖市村田町交差点

○ 鳥栖市方面へ向かう上り方向にて、右折車両の滞留により、直進車両の阻害が発生

≪説明図≫

至

鳥
栖
市
街
地

：右折車両
：直左車両

至

佐
賀
市

：右折車両
：直左車両

対策後

対策前

◆右折車両の滞留による
直進車両の阻害が発生

鳥栖市村田町交差点

写真

!!

至

鳥
栖
市
街
地

至

佐
賀
市

鳥栖市村田町交差点

交差点のコンパクト化
（停止線の前出し）

右折レーンの延伸
（２０ｍ→４５ｍ程度）

下り

上り

下り

上り

４．官民連携による渋滞対策

R2年度に交通量調査を実施し、今年度は設計・関係機関協議を計画

≪位置図≫

≪広域図≫

交通状況至 鳥栖市街地

至 佐賀市

佐賀県鳥栖市
国道３４号

３

鳥栖市村田町交差点

主要渋滞箇所

写真

34
至

佐
賀
市

至

鳥
栖
市
街
地

※国土地理院地図を加工



13.3 13.6 19.9 17.7 18.3 ##
18.2 16.0 22.8 21.8 19.9 ##
18.2 15.4 23.5 34.9 30.5 ##
17.0 15.3 23.2 35.0 30.7 ##
18.5 16.1 23.7 36.4 33.5 ##
22.5 17.4 24.3 38.4 36.0 ##
23.8 18.0 25.2 38.2 35.1 ##
19.3 16.3 23.2 36.8 34.1 ##
18.5 15.9 23.4 35.5 32.4 ##
19.9 16.7 24.0 36.0 31.9 ##
17.0 16.2 23.9 35.1 31.2 ##
16.4 16.0 23.5 34.8 30.6 ##
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（２）検討状況 ②国道３４号鳥栖市一本松交差点

○ 一本松交差点前後区間にて、上下方向ともに速度低下が発生

４．官民連携による渋滞対策

今年度、交通量調査を計画

佐賀県鳥栖市
国道34号一本松交差点

≪位置図≫

≪広域図≫

一本松交差点

主要渋滞箇所

写真

至

鳥
栖
市

34

34
至

佐
賀
市

至 佐賀市

至 鳥栖市街地

交通状況
≪現況説明図≫

34

34

至

鳥
栖
市

至

佐
賀
市

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

一本松
交差点

主要渋滞箇所

上り

13.713.410.613.923.532.4
17.516.812.614.323.129.6
26.424.017.616.124.633.8
27.025.117.415.724.434.2
29.227.618.616.124.435.9
29.528.321.017.525.336.6
31.631.223.218.425.035.4
29.128.219.416.423.133.7
22.720.814.415.022.632.8
24.923.517.016.423.634.4
19.820.317.715.622.032.5
21.021.317.715.423.133.9

下り

※ETC2.0プローブ(R2.10月～12月平日平均)

：～20km/h
：20～30km/h
：30～40km/h
：40～50km/h
：50km/h～

至 新鳥栖駅

至 新鳥栖駅

（ｃ）NTTインフラネット

（ｃ）NTTインフラネット
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５．今後について

①主要渋滞箇所の交通状況のモニタリングの継続・評価

②主要渋滞箇所の渋滞要因の把握及び新たな対策の検討（道路整備、TDM施策、ピンポイント対策等)

◆次回の協議会に向けて

④既存対策の推進

○これまでに議論した交通課題を踏まえて、道路整備を始めとするハード対策や、現状の機能を
有効活用するためのTDM施策、ピンポイント渋滞対策を検討

〇特に佐賀市中心部のTDM施策については、年度内の社会実験の実施に向け、広報手段や内
容に関する関係者協議や事後調査計画を進める

③佐賀市街地部におけるTDM施策の社会実験の実施、効果検証、改善策の検討
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